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第４次　富田林市障がい者計画実績報告書

（令和５年度分）

令和6年10月24日

富田林市  福祉部障がい福祉課



第4次　富田林市障がい者計画　施策の体系

基本理念 基本方針 基本施策 

 

 

 

 



番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

1 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （１）広報啓発活動の推進

障がい者週間の啓発　(広報媒体による啓発)
　障がい者週間(12月3日～9日)の趣旨を広く市民に周知し、障がい者
問題の理解と認識を深め障がい者の自立と社会参加を図るため、広報
等による啓発やキャンペーン時等に啓発用品の配布や、週間中の｢市
民劇場」での市民啓発を行っている。

12月3日　市内一円街頭キャラバン
市民会館にて啓発用タオル・折り紙を配布

１２月９日　市内一円街頭キャラバン
市民会館にて啓発用折り紙を配布

障がい福祉課 継続

2 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （１）広報啓発活動の推進

人権擁護の推進
　障がい者に対する理解と障がい者の自立、社会参画を図るため、「人
権フェア」や人権啓発冊子等、機会あるごとに啓発・広報を行ってい
る。

①人権啓発冊子の作成
部数：1,000部
内容：『知っていこう　一歩ずつ　～病と人権～』
事業費：450千円
②5月の「憲法週間」、12月の「人権週間」での横
断幕と懸垂幕の設置（14箇所）
③市ホームページで人権課題についての啓発
文を掲載
④人権啓発ＤＶＤ等の貸出し
貸出し数：12本　視聴人数：348人
⑤とんだばやし人権フェア
日時：令和4年12月10日
講演会：『子ども一人ひとりを大切にする関わりか
た～ペアレント・トレーニングの視点から～』
講師：米田和子（特別支援教育士スーパーバイ
ザー）
参加人数：130人
事業費：459千円

①人権啓発冊子の作成
部数：1,000部
内容：『みんな違ってあたりまえ』
事業費：450千円
②5月の「憲法週間」、12月の「人権週間」での横
断幕と懸垂幕の設置（10箇所）
③市ホームページで人権課題についての啓発
文を掲載
④人権啓発ＤＶＤ等の貸出し
貸出し数：13本　視聴人数：690人
⑤とんだばやし人権フェア
日時：令和5年12月9日
講演会：『被害者も、加害者も生まない社会へ』
講師：片山　徒有（あひるの一会、被害者と司法
を考える会　代表）
参加人数：120人
事業費：412千円

人権・市民協
働課

継続

3 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （１）広報啓発活動の推進

広報媒体による啓発
　広く市民に対して、市広報やポスター・チラシ等を通じて、各種講座
等への参加を呼びかけ、障がい者に対する理解と認識を広げる。

市広報やホームページ、チラシなどの配架・掲示
にて、広報啓発活動を行った。

市広報やホームページ、チラシなどの配架・掲示
にて、広報啓発活動を行った。

増進型地域福
祉課

継続

4 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （１）広報啓発活動の推進

ヘルプマークの配布
　援助や配慮を必要としている方々が、周囲の方に配慮を必要として
いることを知らせることで、援助を受けやすくなるよう作成されたマーク
で必要な方に窓口で配布している。

配布個数
・２５２個

配布個数
・３３１個

障がい福祉課 継続

5 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （１）広報啓発活動の推進

障がい理解促進イベント
　障がい福祉施策に関する情報を提供し、障がい者理解を促進する。

○緑化フェア（津々山台公園）
　出張相談ブースを設け、相談支援事業関係の
チラシ配布等を実施。
○志学祭（大阪大谷大学）
　ブースを設け、福祉事業所の物品販売、手話
講座を実施。
○障がい者週間のつどい（レインボーホール）
　複数の福祉事業所がブースを設け、物品販売
を実施。

○志学祭（大阪大谷大学）１１月２５日、２６日
　ブースを設け、障がい理解イベントを実施。
○障がい者週間のつどい（レインボーホール）
12月9日　ブースを設け、障がい理解イベントを
実施。
〇にこにこ出張相談
11月1日　エコール・ロゼ　12月11日　UR藤沢台
第３集会所　いずれもブースを設け、障がい理解
イベントを実施。

障がい福祉課
(富田林市障
がい者地域自
立支援協議
会）

継続
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番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

6 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （１）広報啓発活動の推進

自治体SDGsモデル事業推進業務
　令和2年7月17日付の「自治体SDGsモデル事業」の選定に伴い、三
側面をつなぐ統合的取組のうち、全体マネジメント・普及啓発等の事業
を実施するもの。

実績なし 実績なし 政策推進課 継続

7 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （２）福祉教育や交流活動
の推進

障がい福祉施策出前講座
　市民からの要望に応じて、市から出向いて障がい福祉施策に関する
情報を提供し、障がい者理解を促進する。

実績なし 実績なし 障がい福祉課 継続

8 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （２）福祉教育や交流活動
の推進

障がい者理解職員研修
　障がいのある人の、住み慣れた地域における自立生活を推進するた
め、市職員に対して「障がい理解」に関する研修を実施することで、より
きめ細やかな市民サービス提供の担い手を育成することに努めてい
る。

②「障がい理解職員研修」
・実施日：令和４年１１月２５日（金）
・講師：障がい福祉課職員
・受講者：３４名
・本市職員が障害者差別解消法を遵守し、障が
いを理由とした不当な差別的取扱いを行わず、
また、社会的障壁の除去の実施について必要か
つ合理的な配慮を提供するため、「障がいを理
由とする差別の解消の推進に関する富田林市職
員対応要領」について、及び令和元年8月より策
定された「富田林市手話施策推進方針」につい
て認識を深めることを目的に実施。

②「障がい理解職員研修」
・実施日：令和５年１２月１４日（木）
・講師：障がい福祉課職員
・受講者：３８名
・本市職員が障害者差別解消法を遵守し、障が
いを理由とした不当な差別的取扱いを行わず、
また、社会的障壁の除去の実施について必要か
つ合理的な配慮を提供するため、「障がいを理
由とする差別の解消の推進に関する富田林市職
員対応要領」について、及び令和元年8月より策
定された「富田林市手話施策推進方針」につい
て認識を深めることを目的に実施。

人事課
障がい福祉課

継続

9 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （２）福祉教育や交流活動
の推進

新規採用職員に対する障がい者理解研修
　新規採用職員研修の中で、障がい者理解に関する講演を実施。

「新規採用職員研修」
・実施日：令和４年４月６日（水）、令和４年１０月３
日（月）、令和４年１１月１日（火）
・受講者：２９名、２名、１名
・内容：障がいを理由とする差別の解消の推進に
関する富田林市職員対応要領について説明。

「中部都市職員研修協議会」
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止。

「新規採用職員研修」
・実施日：令和５年４月７日（金）、令和５年１０月２
日（月）
・受講者：２１名、７名
・内容：障がいを理由とする差別の解消の推進に
関する富田林市職員対応要領について説明。

「中部都市職員研修協議会」
・実施日：令和５年４月５日（火）
・受講者：２４名
・講師：NPO法人えんぱわめんと堺　北野真由美
氏
・内容：「人権問題～“わたし・あなた・みんな”で
考える～」

人事課
中部研修協議
会

継続



番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

10 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （２）福祉教育や交流活動
の推進

巡回公民館講座開設
　大きな社会問題となっている「いじめ」や「虐待」について、すべての
子どもたちが安全に、強く、自由に生きるためにアメリカから発信された
新しいプログラム「子どもへの暴力防止プログラムCAP（キャップ）」を体
験。

巡回公民館講座開設
実施日：6月9、10日　参加人数：計16人
実施場所：新堂幼稚園

令和５年度は実施せず（希望園がなかったため） 中央公民館 継続

11 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （２）福祉教育や交流活動
の推進

障がい児（者）への交流の場の提供
対象者：市内の障がい児（者）
場　所：けあぱる１階、フリールーム
利用料：無料

利用件数・・・86日（724人） 利用件数・・・75日（657人） 増進型地域福
祉課
（ケアセン
ター）

継続

12 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （２）福祉教育や交流活動
の推進

放課後子ども教室
 　放課後や週末に、安全で安心な子どもの活動場所を確保し、地域の
ボランティアの協力を得て子供の体験・交流活動等の活性化を図り、教
育コミュニティづくりを推進する。（各小学校で開催する「放課後子供教
室」に参加する機会がない障がいのある児童・生徒を対象に実施日、
場所を確保し開催している。）

実績なし 実績なし 生涯学習課 継続

13 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （３）障がいを理由とする差
別の解消の推進

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消
法）」が平成28年4月に施行され相談窓口を障がい福祉課に設置しまし
た。

相談件数　０件 相談件数　１件 障がい福祉課 継続

14 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （４）地域福祉活動の推進

ボランティア・市民公益活動の拠点整備
　市民公益活動を推進するため、市民公益活動、ボランティア活動をし
ている人・団体、又活動に興味を持っている人の交流や、市民への情
報提供、人材育成等必要な支援・協働を行うとともに、市民公益活動団
体のネットワークの拠点とするために平成17年11月に富田林市民公益
活動支援センターを開設。ボランティアセンターと市民公益活動支援
センターが連携して相互の施設で活動できるような体制をつくってい
る。

市民公益活動支援センター登録団体のうち、
「障がい者支援」に関する活動を行っている団体
数：30団体

市民公益活動支援センター登録団体のうち、
「障がい者支援」に関する活動を行っている団体
数：28団体

人権・市民協
働課

継続

15 基本方針１　ともに安心して暮
らせる地域づくり～理解促進
～ （４）地域福祉活動の推進

介護技術指導訓練 ①手話講習会(入門編)
開催数…35回
受講者数…8名（延べ263名）

②朗読講習会(初級)
開催数…10回
受講者数…13名

※①、②ともに総合福祉会館で開催

①手話講習会(入門編)
開催数…13回
受講者数…12名（延べ135名）

②朗読講習会(初級)
開催数…10回
受講者数…17名(延べ139人)

③ボッチャ講座
開催数…10回(前期5回、後期5回)
受講者数…前期17人
　　　　　　　　後期18人(前後期延べ156人)
※①、②、③ともに総合福祉会館で開催

増進型地域福
祉課
(社会福祉協
議会）

継続

3ページ



4 ページ

番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

16 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （１）地域生活支援体制の
充実

ボランティアの育成
子ども支援サポーターの育成
　すべての子どもを対象に地域における居場所づくりとして「子ども食
堂」が実施されており、その運営に協力してもらえるボランティアの育成
を図る。

研修会開催1回　参加人数33人 研修会開催1回　参加人数49人 こども政策課 継続

17 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （１）地域生活支援体制の
充実

福祉コミュニティ推進事業
　地域の様々な福祉課題を行政、専門職及び地域住民の協働により
解決につなげるコミュニティソーシャルワーカーと、地域づくりをさらに
実効あるものとするべく、そのスーパーバイズ機能を有するコーディ
ネーターを配置し、本市における地域福祉セーフティネットを推進させ
るための地域づくりを実施する。

事業費・・・36,300,000円 事業費・・・24,516,000円 増進型地域福
祉課

継続

18 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （１）地域生活支援体制の
充実

障がい者向けパソコン講習会の実施
　講座内容：ワード・エクセルの基本操作、
　　　　　　　 インターネット接続など。
　開催回数：全３回（1回3時間）

実施日：令和４年1２月２２日、２３日、２６日
場所：市役所地下９０４会議室
参加者数：７名
事業費：165,000円（オールウェイコンピューター
サービス(株)）
講座内容：パソコン初心者講習

実施日：1２月１日、４日、５日
場所：市役所地下９０３会議室
参加者数：４名
事業費：165,000円（オールウェイコンピューター
サービス(株)）
講座内容：パソコン初心者講習

障がい福祉課 継続

19 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

障がい福祉計画策定のためのアンケート調査の実施
　日常生活の様子や障がい福祉サービスなどに対する意見聴取を行
い、計画策定の基礎資料とする。

計画策定年度でないため未実施（前回令和2年
度実施、次回令和5年度実施）

第７期富田林市障がい福祉計画・第３期富田林
市障がい児福祉計画策定のためのアンケートを
実施。

【障がい者】市内在住の障がい者手帳所持者、
福祉サービス利用者1,500人・・・有効回答数：７５
１通

障がい福祉課 継続

20 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

地域活動支援センター
　地域実情にあわせて、通所利用者に対し創作的活動、生産的活動
の機会を提供し、社会との交流促進等の支援を行う。
  Ⅰ型：基礎的な事業に併せて相談支援事業を行う。（専門職を配置
し、1日あたり利用者は概ね20名以上）
　Ⅱ型：地域の雇用・就労が困難な在宅障がい者に機能訓練・社会適
応訓練等を提供（1日あたり利用者は概ね15名以上）
　Ⅲ型：小規模作業所（1日あたり利用者は概ね10名以上）

事業費・・・20,100,000円
・Ⅰ型事業所（ときわぎ）・・・12,300,000円
・Ⅲ型事業所（一歩の会）・・・7,800,000円

事業費・・・20,100,000円
・Ⅰ型事業所（ときわぎ）・・・12,300,000円
・Ⅲ型事業所（紙ひこうき）・・・7,800,000円

障がい福祉課 継続

21 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

おむつ用無料シール交付
　平成8年2月からシール制開始に伴い、「寝たきり高齢者」等の紙おむ
つ使用者に対する無料もえるごみ処理券を交付している。【1週間あた
り　もえるごみシール2枚　年間104枚交付】

申請件数・・・332件
（高齢者含む）

申請件数・・・234件
（高齢者含む）

環境衛生課 継続



番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

22 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

地域生活支援拠点等事業
　障がいの重度化や高齢化を見据え、障がい者が地域で安心して暮ら
していけるよう、様々な支援を切れ目なく提供できる仕組みを提供する
ため、近隣３市（富田林市、河内長野市、大阪狭山市、太子町、河南
町、千早赤阪村）において面的整備を行う。

①グループホーム移行支援事業…2,100,000円
　   登録人数 ３名　利用日数　１９日
②コーディネーター事業…2,044,042円
　　 実 ７名　　延べ ８４名

①グループホーム移行支援事業…2,100,000円
　   登録人数 ３名　利用日数　１２日
②コーディネーター事業…2,048,228円
　　 実 ８名　　延べ ３３名

障がい福祉課 継続

23 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

障がい者等日常生活用具給付事務
　地域生活支援事業の一環として、障がい者(児）が、日常生活を円滑
に行うため必要な日常生活用具（介護・訓練支援用具、自立生活支援
用具、在宅療養等支援用具、情報・意思疎通支援用具、排せつ管理
支援用具等）の給付を行う。【平成18年10月から実施】

①介護訓練支援用具…950,860円（10件）
②自立生活支援用具…395,850円（8件）
③在宅療養等支援用具…1,198,570円（23件）
④情報・意思疎通支援用具…732,912円（15件）
⑤排せつ管理支援用具…26,629,601円（2,822
件）
⑥住宅改修費…180,000円（1件）

合計…30,087,793円

①介護訓練支援用具…459,600円（5件）
②自立生活支援用具…777,683円（21件）
③在宅療養等支援用具…1,305,287円（25件）
④情報・意思疎通支援用具…1,035,893円（12
件）
⑤排せつ管理支援用具…26,207,274円（2,735
件）
⑥住宅改修費…0円（0件）
⑦居宅生活動作補助用具…180,000円(1件)

合計…29,965,737円

障がい福祉課 継続

24 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

小児慢性特定疾病児童日常生活用具給付事務
　在宅の小児慢性特定疾病児童に対して、日常生活に必要な用具（便
器・特殊マット・特殊寝台・特殊尿器・体位変換器・入浴補助用具等)を
給付することにより日常生活の便宜を図り、その福祉の増進を図る。

たん吸引器…60,940円（1件） 実績なし 障がい福祉課 継続

25 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

障がい支援区分認定審査会等運営事業
　障害者総合支援法（平成25年3月以前は障害者自立支援法）に基づ
く、障がい福祉サービスを利用する障がい者の区分認定を行う。
　（なお、審査会の事務局は、平成25年度からは広域福祉課【3市2町1
村】に置き、市では申請勧奨、主治医意見書依頼と調査、及び審査会
用資料作成を行う。）

①委員報酬・・・1,120,000円（延べ56名）【12回開
催】
②手数料（主治医意見書作成）・・・1,458,576円
（317件）
③調査委託料・・・1,254,000円（285件）
④非常勤職員報酬費・・・3,315,116円

①委員報酬・・・1,200,000円（延べ60名）【12回開
催】
②手数料（主治医意見書作成）・・・1,669,657円
（358件）
③調査委託料・・・1,408,000円（320件）
④非常勤職員報酬費・・・3,504,649円

障がい福祉課
広域福祉課

継続

26 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

介護・訓練等給付費事業
　　障がい者自立支援事業における障がい福祉サービスは、介護給
付、訓練給付等があり、介護給付については、障がい者とその家族等
の日常生活の介護を中心に援助し、訓練給付については、障がい者
の就労の援助を行う。
【平成18年10月から事業実施】

①訪問介護扶助費・・・330,490,491円
②生活介護扶助費・・・1,016,550,823円
③施設入所支援扶助費・・・190,826,566円
④療養介護扶助費・・・98,397,040円
⑤短期入所扶助費・・・65,999,592円
⑥訓練等給付扶助費・・・784,590,869円
⑦共同生活援助扶助費・・・479,196,701円
⑧高額障がい福祉サービス費扶助費・・・
902,983円
⑨計画相談支援扶助費・・・34,407,281円
⑩地域相談支援扶助費・・・275,808円
⑪特定障害者特別給付費・・・26,610,922円

合計・・・3,028,249,076円

①訪問介護扶助費・・・380,896,452円
②生活介護扶助費・・・1,031,843,709円
③施設入所支援扶助費・・・195,984,197円
④療養介護扶助費・・・102,950,972円
⑤短期入所扶助費・・・77,135,138円
⑥訓練等給付扶助費・・・929,678,616円
⑦共同生活援助扶助費・・・545,148,845円
⑧高額障がい福祉サービス費扶助費・・・
1,065,992円
⑨計画相談支援扶助費・・・36,225,013円
⑩地域相談支援扶助費・・・97,371円
⑪特定障害者特別給付費・・・28,943,474円

合計・・・3,329,969,779円

障がい福祉課 継続
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番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

27 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

補装具費支給事業
　身体障がい者(児）の失われた身体機能の補完、代替する補装具（義
肢・各種装具・義眼・補聴器・盲人用安全つえ・座位保持装置・車い
す・電動車いす等）の交付・修理に対し補装具費の支給を行う。

①義肢・・・  1件　671,092円
②装具・・・  8件　741,884円
③座位保持装置・・・ 8件　3,757,091円
④視覚障害者安全つえ・・・ 8件　36,061円
⑤義眼・・・  2件　166,155円
⑥眼鏡・・・ 7件　208,457円
⑦補聴器・・・ 49件  3,791,801円
⑧車椅子・・・  8件　1,944,096円
⑨電動車椅子・・・  4件 2,935,192円
⑩歩行器・・・  2件　247,523円
⑪歩行補助つえ・・・　2件　19,000円
⑫座位保持椅子・・・　2件　158,788円
⑬起立保持具・・・  3件　 1,021,700円
⑭重度障害者用意思伝達装置・・・　1件
608,862円
⑮修理全般・・・97件　5,969,312円

合計・・・  202件　 22,277,014円

①義肢・・・  3件　1,010,547円
②装具・・・  16件　1,519,315円
③座位保持装置・・・ 5件　2,252,590円
④視覚障害者安全つえ・・・ 5件　23,525円
⑤義眼・・・  1件　87,450円
⑥眼鏡・・・ 5件　152,577円
⑦補聴器・・・ 61件  4,283,236円
⑧車椅子・・・ 15件　3,883,814円
⑨電動車椅子・・・  2件 1,303,683円
⑩歩行補助つえ・・・　5件　61,636円
⑫座位保持椅子・・・　2件　145,210円
⑬起立保持具・・・  1件　 240,030円
⑭重度障害者用意思伝達装置・・・　2件
1,114,524円
⑮修理全般・・・111件　7,382,482円

合計・・・  234件　 23,460,619円

障がい福祉課 継続

28 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

日中一時支援事業
　地域生活支援事業の一環として、障がい者（児）の日中の活動の場を
提供し、社会に適応するための日常的な訓練を行っている。【平成18
年10月から事業実施】（事業所：市内3、市外7施設）

①知的障がい・・・2,208,863円
②精神障がい・・・955,718円
③障がい児・・・258,078円

合計・・・3,422,659円

①知的障がい・・・1,736,857円
②精神障がい・・・1,050,799円
③障がい児・・・60,316円

合計・・・2,847,972円

障がい福祉課 継続

29 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

障がい者(児）ライフサポート推進事業
　障がい者（児）の支援学校への通学、地域の作業所等への通所に対
する支援及び緊急突発的な一時預かりや宿泊支援等を行う。

①委託先：NPO法人ハッピーまどか
②利用実績
　ｱ　延べ　　110名が利用
　ｲ　送迎　　203.5時間
　ｳ　宿泊　　321日
③委託料：7,869,100円

①委託先：NPO法人ハッピーまどか
②利用実績
　ｱ　延べ　　86名が利用
　ｲ　送迎　　78時間
　ｳ　宿泊　　197日
③委託料：4,774,300円

障がい福祉課 継続

30 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

訪問入浴サービス事業
　下肢又は体幹機能により１・２級の身体障がい者手帳の交付を受けて
いる者で、居宅において家族のみでは入浴困難な場合、医師の入浴
許可を受け、原則家族等の付添のもと移動入浴車で対象者宅を訪問
し、浴槽を搬入することによって入浴介護を行う（介護保険制度対象者
を除く）。

実績・・・110回実施
事業費・・・1,348,200円
　　　　　　　 訪問入浴扶助費：1,348,200円

実績・・・91回実施
事業費・・・1,190,700円
　　　　　　　 訪問入浴扶助費：1,190,700円

障がい福祉課 継続

31 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

ふれあい収集（ごみ持ち出しサービス）
　ごみ置き場までごみを持ち出すことが困難な高齢者又は障がい者の
みの世帯、あるいは、高齢者及び障がい者のみの世帯に対し、戸別の
収集を行う。【平成15年7月開始】

対象者数…512件
R5.3月末時点対象者…478件
R4年度中に対象から外れた者…84件
（高齢者世帯を含む）

対象者数…551件
R6.3月末時点対象者…540件
R5年度中に対象から外れた者…122件
（高齢者世帯を含む）

環境衛生課 継続



番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

32 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

施設福祉サービスの充実
　高齢者・障がい者・母子などに対して、総合福祉会館の会議室等の
貸し出しをはじめ娯楽室・浴室・各種機器の利用を図り、施設福祉サー
ビスに努める。

総利用者数：88,170名 総利用者数：90,013名 増進型地域福
祉課
(社会福祉協
議会）

継続

33 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

重度心身障がい者特別給付金事業
　年金法改正(昭和57年1月1日)前に、20歳に達していた外国人且つ
重度心身障がい者で障がい基礎年金等の受給資格のない人に、特別
給付金年間240,000円を支給する。

事業費…240,000円（1名）
　　　　　　12ヶ月分 1名

事業費…240,000円（1名）
　　　　　　12ヶ月分 1名

障がい福祉課 継続

34 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

特別障がい者手当給付事務
　身体又は精神に著しく重度の障がいを有し、日常生活において常時
特別の介護を必要とする障がい者に対し、特別障がい者手当を支給
する。

事業費…60,351,400円（延べ 2,210名）

※手当月額　R4.2-R4.3 27,350円
                 R4.4-R5.1 27.300円

事業費…62,265,920円（延べ 2,234名）

※手当月額　R5.2-R5.3 27,300円
                 R5.4-R6.1 27.980円

障がい福祉課 継続

35 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

経過的福祉手当給付事務
　昭和61年3月31日において20歳以上であり、従来の福祉手当の受給
者であったもののうち、特別障がい者手当の支給要件に該当せず、か
つ障害基礎年金も支給されない障がい者に対し、経過的福祉手当を
支給する。

事業費…534,780円（延べ 36名）

※手当月額　R4.2-R4.3 14,880円
                 R4.4-R5.1 14.850円

事業費…545,700円（延べ 36名）

※手当月額　R5.2-R5.3 14,850円
                 R5.4-R6.1 15,220円

障がい福祉課 継続

36 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

身体障がい者福祉電話扶助事業
　聴覚障がい者又は外出困難な重度障がい者(原則1・2級)のみの世
帯又はこれに準ずる世帯(所得税非課税世帯)で、福祉電話を設置す
ることにより、各種相談・安否の確認・緊急連絡等の手段を図り、電話
料金を扶助する。

事業費・・25,408円（１名＋死亡に伴う未払い分） 事業費・・12,936円（１名分） 障がい福祉課 継続

37 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

身体障がい者手帳診断料支給事務
　身体障がい者手帳を受けようとする人(本市に住民登録等ある人)が、
身体障がい者手帳の申請を行う時に必要な診断書料金を支給する。

事業費・・・2,267,670円
　　　　　　　非課税世帯　949,990円（158件）
　　　　　　　課税世帯 　1,317,680円（207件）

事業費・・・2,684,660円
　　　　　　　非課税世帯　862,740円（141件）
　　　　　　　課税世帯 　1,821,920円（283件）

障がい福祉課 継続

38 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

精神障がい者保健福祉手帳診断料支給事務
　精神障がい者保健福祉手帳を受けようとする人(本市に住民登録等
ある人)が、新規申請を行うときに必要な診断書料金を、7,000円を限度
として支給する。

事業費・・・297,450円（52件） 事業費・・・368,850円（65件） 障がい福祉課 継続

39 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

軽自動車税の減免
　身体障がい者手帳、療育手帳、戦傷病者手帳、精神障がい者保健
福祉手帳の所持者が所有する軽自動車、または手帳所持者と同一世
帯の人が所有する軽自動車の他、手帳所持者だけで生活する人の所
有する軽自動車を常時介護者が運転する場合、減免対象とする。
　軽自動車税の減免は、手帳所持者1人につき1台のみとし、自動車税
の減免を受けている人は対象外とする。

1,116台（障がい者減免） 1,116台（障がい者減免） 課税課 継続
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40 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

固定資産税･都市計画税の減免
　次のすべてに該当する人に対して減免
①所有者･･･障がい者（地方税法施行令第7条の15の7に定める障がい
者）
②所得制限･･･所有者及び所有者と生計を同じにする人全員が、個人
の住民税均等割非課税限度額以下の所得であること。
③面積・・・所有している固定資産が自己居住用だけであること。また、
所有家屋の延床面積が７０㎡以下であること。
④固定資産税・都市計画税の合計年税額が５万円以下であること。

対象者　0件 対象者　0件 課税課 継続

41 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

上水道料金の軽減
　重度心身障がい者（児）（1、2級、Ａ）のおられる一般家庭に、基本料
金の1/2(1ヶ月につき398円＝消費税込み）を減額。(口径40mm未満の
給水装置に限る。)

①実績・・・延べ件数：23,386件
②金額・・・9,013,144円

①実績・・・延べ件数：22,614件
②金額・・・8,473,992円

上下水道総務
課

継続

42 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

下水道使用料・浄化槽使用料の軽減
　重度心身障がい者（児）（1、2級、Ａ）のおられる一般家庭の基本料金
の1/2(1ヶ月につき　下水道412円　浄化槽66円＝消費税込み）を減
額。

①実績・・・延べ件数：20,584件
②金額・・・7,519,978円

①実績・・・延べ件数：20,514件
②金額・・・7,459,209円

上下水道総務
課

継続

43 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

ＮＨＫ放送受信料免除申請
　①半額免除：世帯主（受信契約者）が重度障がい者である場合、視
覚・聴覚障がい者である場合
　②全額免除：障がい者手帳を所持する者を含む世帯構成員全員が、
住民税非課税である場合

新規受付実績
　①半額免除：96件
　②全額免除：57件

NHKからの免除事由存否調査：1,237件

新規受付実績
　①半額免除：90件
　②全額免除：69件

NHKからの免除事由存否調査：1,090件

障がい福祉課 継続

44 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

大阪版地方分権推進事業により、身体障がい者手帳、精神障がい者
保健福祉手帳交付事務等を大阪府より事務移譲
　本市・河内長野市・大阪狭山市・太子町・河南町・千早赤阪村で構成
する南河内広域事務室（南河内府民センター２Ｆ）に広域福祉課を設
置し、身体障がい者手帳、精神障がい者保健福祉手帳の交付を行う。
また、指定障がい福祉サービス事業者・介護保険指定居宅サービス事
業者の指定等の事務を行う。

共同処理件数の富田林市分
・身体障がい者手帳
　　　交付：435件、不承認：20件
・精神障がい者保健福祉手帳
　　　交付：742件、不承認：6件
・指定障がい福祉サービス事業者の指定等
　　　新規指定　　　：22件
　　　変更届の受理：388件
　　　指定更新申請：13件

共同処理件数の富田林市分
・身体障がい者手帳
　　　交付：470件、不承認：31件
・精神障がい者保健福祉手帳
　　　交付：771件、不承認：9件
・指定障がい福祉サービス事業者の指定等
　　　新規指定　　　：18件
　　　変更届の受理：358件
　　　指定更新申請：21件

広域福祉課 継続

45 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

郵送貸出
　肢体不自由、寝たきりなどによる来館困難者に対して、図書の提供に
努めている。郵送による貸し出しを行っている。

登録者なし
貸出実績なし

郵送貸出利用登録　なし
貸出実績　なし

中央図書館
金剛図書館

継続

46 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （３）人権・権利擁護等の推
進

障がい者虐待防止センターの設置
　障がい者虐待に関する通報、相談窓口

障がい福祉課内

通報・相談件数：１２件
うち、虐待と認定した件数：１件

障がい福祉課内

通報・相談件数：１6件
うち、虐待と認定した件数：５件

障がい福祉課 継続



番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

47 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （３）人権・権利擁護等の推
進

障がい者虐待に係る居室確保、医療の提供等
　障がい者虐待と認定し、虐待者からの分離を必要とする被虐待者を
緊急一時保護するための居室の確保（平成25年度より必要な医療支
援、弁護士相談等も予算措置）

居室確保事業委託料：1,874,324円
医療支援委託料：実績なし
弁護士相談料：実績なし

居室確保事業委託料：1,878,266円
医療支援委託料：実績なし
弁護士相談料：実績なし

障がい福祉課 継続

48 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （３）人権・権利擁護等の推
進

成年後見制度利用支援事業
　成年後見制度の利用が有用と認められる知的障がい者等に対し、申
立に要する経費及び後見人等の報酬の全部又は一部を補助する事
業。

市長申立件数１件

成年後見制度報酬助成・・・246,554円（2人）

市長申立件数1件

成年後見制度報酬助成・・・247,491円（2人）

障がい福祉課 継続

49 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （３）人権・権利擁護等の推
進

郵便等による不在者投票制度
　身体障がい者手帳、戦傷病者手帳又は介護保険被保険者証を有す
る人で、投票所に行くことが困難で要件に該当する人は自宅などで郵
便などによる不在者投票ができる。

郵便投票登録者 57名(年度末時点)
当該年度の新規交付数 24件

郵便投票登録者 51名（年度末時点）
当該年度の新規交付数 11件

総合事務室 継続

50 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （４）相談支援体制の充実

障がい者相談支援事業
　地域生活支援事業の一環として、障がい者が自立した日常生活又は
社会生活を営むことができるよう、障がい者(児）や保護者からの相談に
応じるため業務委託している。（委託先：アプローチ寺池、ピーチネッ
ト、ときわぎ、つじやま、富田林苑、聖徳園みどりの風）

事業費・・・69,640,000円
基幹相談支援センター（つじやま、富田林苑、聖
徳園みどりの風）　委託料（機能強化含む）…
60,000,000円
相談支援事業所（アプローチ、ピーチネット、とき
わぎ）
  委託料…9,640,000円

事業費・・・76,604,000円
基幹相談支援センター（つじやま、富田林苑、聖
徳園みどりの風）　委託料（機能強化含む）…
66,000,000円
相談支援事業所（アプローチ寺池、ピーチネッ
ト、ときわぎ）
  委託料…10,604,000円

障がい福祉課 継続

51 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （４）相談支援体制の充実

障がい者相談員への相談業務の委託
　身体障がい者相談員（当事者）・知的障がい者相談員（保護者）を市
から委託し、身近な問題について、各種相談に応じ、必要な助言・指導
を行うとともに、福祉事務所・子ども家庭センター等関係機関の業務に
協力いただいている。
※精神障がい者相談員は、大阪府より委託。

事業費・・・188,352円
　　　　　　　　身体7名・知的2名の謝礼金
　相談支援件数 149件
　その他の活動件数 118件

事業費・・・188,352円
　　　　　　　　身体7名・知的2名の謝礼金
　相談支援件数 127件
　その他の活動件数 72件

障がい福祉課 継続

52 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （５）スポーツ・文化芸術活
動の振興

河南地区身体障がい者スポーツ・レクリエーション大会
　河南地区の市町村と合同でスポーツ等を通じ、障がい者の体力の向
上を図るとともに社会参加の促進を図る。

新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響によ
り開催中止

10月14日　富田林市立市民総合体育館にて開
催

障がい福祉課
（身体障害者
福祉協会）

継続

53 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （５）スポーツ・文化芸術活
動の振興

チャレンジ・ザ・ウォーク
　「いつでも・どこでも・だれでも」を合言葉に実施。(3km・5km・7km)
3kmは車椅子で参加できるコース。
実施主体：富田林市教育委員会、市スポーツ推進委員協議会（H28月
名称変更：旧体育指導委員協議会）、 市レクリエーション協会

※コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 ①実施日：5月21日
②場所：富田林小学校
③参加人数：163名

生涯学習課 継続
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54 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （５）スポーツ・文化芸術活
動の振興

身体障がい者スポ－ツフィットネス
　身体障がい者の運動不足の解消、健康の維持、機能の回復並びに
スポーツへの親しみを目的として実施。
①実施主体：富田林市教育委員会・市スポーツ推進委員協議会（H28
月名称変更：旧体育指導委員協議会）
②スポーツ種目：ニュースポーツ

①実施日：毎週第3日曜日　午前10時～12時
②場所：富田林小学校
③参加延人数：90人

①実施日：毎週第3日曜日　午前10時～12時
②場所：富田林小学校
③参加延人数：113人

生涯学習課 継続

55 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （５）スポーツ・文化芸術活
動の振興

富田林市民マラソン大会
　ふれあいの部(障がい者の部)として、各コース(3km･5km･10km)に設
定。
実施主体：富田林市・富田林市教育委員会・市体育協会

※雨天によるグラウンドコンディション不良のため
中止

①実施日：令和５年１２月１７日（日）
②場所：石川河川敷内コース
③参加人数：265名
④事業費：1,481,446円

生涯学習課 継続

56 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （５）スポーツ・文化芸術活
動の振興

南大阪駅伝競走大会
　障がい者の特別枠は設けていないが、一般健常者とともに競技参
加。
実施主体：南河内地区6市1町1村教育委員会、南河内地域生涯ス
ポーツ推進協議会、南河内地区社会教育振興協議会

①実施日：令和５年２月１２日（日）
②場所：ＰＬ教団本庁内コース
③参加人数：643名（富田林292名）

※参加人数が定数に満たなかったことによる中
止により実績なし

生涯学習課 継続

57 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （５）スポーツ・文化芸術活
動の振興

温水プール・トレーニングルームの施設利用料に障がい者料金を設定 障がい者の延利用者数・・・　4,594人
（全利用者延人数・・・64,673人)

障がい者の延利用者数・・・　3,223人
（全利用者延人数・・・51,693人)

増進型地域福
祉課
（ケアセン
ター）

継続

58 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （５）スポーツ・文化芸術活
動の振興

市民劇場～市民と障がい者の集い
　障がい者週間の１事業として開催し、市内の障がい者（希望者）を招
待

①実施日： 令和４年12月3日（土）
②場　 所： 富田林市民会館
　　　　　　　多目的ホール、中ホール
③出演者： 第一部 市民の団体による発表
　　　　　　　 第二部　和楽器演奏集団　独楽（こ
　　　　　　　　　　　　　ま）
③参加人数： 227名

①実施日： 令和５年12月９日（土）
②場　 所： 富田林市民会館
　　　　　　　多目的ホール、中ホール
③出演者： 第一部 市民の団体による発表
　　　　　　　 第二部　サウンドジャグラー・ジャガ
                               オーケストラ
③参加人数： 241名

生涯学習課
（市民会館）

継続

59 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （５）スポーツ・文化芸術活
動の振興

すばる映画祭の割引
　チケットに障がい者割引価格を設定。対象は障がい者本人及びその
介護者1名。障がい者本人及び介護者については前売・当日ともに
1,000円

①令和4年4月20日（水）「大コメ騒動」
②令和4年6月29日（水）「老後の資金がありませ
ん！」
③令和4年10月19日（水）「Coda　あいのうた」
④令和4年12月21日（水）「大河への道」
⑤令和5年2月15日（水）「ドキュメンタリー映画
瀬戸内寂聴　99年生きて思うこと」

チケットに障がい者割引価格を設定。対象は障
がい者本人及びその介護者1名。障がい者本人
及び介護者については前売・当日ともに900円

①令和5年4月26日（水）「異動辞令は音楽隊」
②令和5年6月21日（水）「峠最後のサムライ」
③令和5年10月20日（水）「せかいのおきく」
④令和5年12月20日（水）「銀河鉄道の父」
⑤令和6年2月14日（水）「団地」

チケットに障がい者割引価格を設定。対象は障
がい者本人及びその介護者1名。障がい者本人
及び介護者については前売・当日ともに900円

生涯学習課
（すばるホー
ル）

継続
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60 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （５）スポーツ・文化芸術活
動の振興

プラネタリウム・大型映像の無料化
　プラネタリウム・大型映像の観覧料について障がい者本人は無料。
（参考）　プラネタリウム・大型映像通常料金　大人500円　子ども250円
注）プラネタリウム・大型映像の障がい者等人数には、一般の無料招待
を含む。（３歳以下の無料幼児は含まない。）※聴覚障がい者むけに、
字幕付き投映の実施。

延人数…17,836名
（うち、無料入場者数1,056名）
※H27より市内学校無料招待実施。
聴覚障がい者向けに、字幕付き投映の実施（年4
日間10回）

延人数…15,202名
（うち、無料入場者数2,888名）
※H27より市内学校無料招待実施。
聴覚障がい者向けに、字幕付き投映の実施（年4
日間12回）

生涯学習課
（すばるホー
ル）

継続

61 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （５）スポーツ・文化芸術活
動の振興

NATIVE SENSE ARTS PROJECT
　あらゆる身体、あらゆる年齢にかかわらず、ありのまま生きた「踊る」こ
との本質と可能性を探るプロジェクト。
①「NATIVE」ダンスワークショップ
本公演開催する「NATIVE」公演に先駆け、出演者によるダンスワーク
ショップを開催。年齢（未就学児を除く）、性別、障がいの有無に関係な
く参加可。
②「NATIVE」（本公演）
多様な人たちの参加の機会を広げ、一緒に公演を楽しんでいただくた
め鑑賞支援サービスを実施。「聞こえない」方たちの鑑賞を支援するた
め、アナウンスや出演者のMCを手話通訳と日本語字幕付きで上演。

①ワークショップ
令和5年2月12日（日）
初級コース／経験者コース
各コース20名程度（応募多数の場合は抽選）
いずれのコースも年齢（未就学児は不可）、性
別、障害の有無に関係なく参加可

②本公演
令和5年3月19日（日）
チケットに障がい者割引価格を設定。対象は障
がい者本人及びその介護者1名。障がい者本人
及び介護者については前売2,000円（当日500円
増）

生涯学習課
（すばるホー
ル）

廃止

62 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （１）福祉的なまちづく
りの推進

在宅障がい者住宅改造補助事業
　重度(身体・知的)障がい者(児)及び下肢・体幹機能障がい3級の人が
住み慣れた地域で安心して生活できるよう、建物の構造を改造(手すり
の設置等) する費用の一部を助成する。(平成10年度から補助基本額
を最高100万円にする。)

事業費…737,000円（1件）
内容…浴室内にリフト設置

事業費…3,547,000円（5件）
内容…段差解消、扉の交換、リフトの取付等

障がい福祉課 継続

63 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （１）福祉的なまちづく
りの推進

庁舎音声案内装置設置事業
　単独移動される視覚障がい者に対して、音声による情報提供の手段
として市役所北側１階、地階の出入り口に音声案内装置を設置。

稼働中 稼働中 障がい福祉課 継続

64 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （１）福祉的なまちづく
りの推進

福祉のまちづくりの指導と推進
　「大阪府福祉のまちづくり条例」に基づく、特定施設に係る福祉整備
について、事前協議の際に指導している。

福祉のまちづくりの指導と推進
　「大阪府福祉のまちづくり条例」に基づく、特定
施設に係る福祉整備について、事前協議の際に
指導している。

福祉のまちづくりの指導と推進
　「大阪府福祉のまちづくり条例」に基づく、特定
施設に係る福祉整備について、事前協議の際に
指導している。

都市計画課 継続

65 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （１）福祉的なまちづく
りの推進

庁舎内の点字ブロックの設置
　視覚障がい者の歩行誘導のために、市役所庁舎内の通路に点字ブ
ロックを設置

視覚障がい者の歩行誘導のために、市役所庁
舎地階・1階に点字ブロック設置済み。

視覚障がい者の歩行誘導のために、市役所庁
舎地階・1階に点字ブロック設置済み。

総務課 継続
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番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

66 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （１）福祉的なまちづく
りの推進

庁舎内案内板の点字設置
　視覚障がい者に対して、庁舎案内板、エレベーターボタン等に点字
を設置

庁舎案内板、エレベーターボタン等に点字を設
置済み。

庁舎案内板、エレベーターボタン等に点字を設
置済み。

総務課 継続

67 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （１）福祉的なまちづく
りの推進

駐車場障がい者駐車スペースの設置
　車椅子利用者の障がい者等に対して、市役所駐車場内に障がい者
用駐車スペースを設置
　第１駐車場・・・３台分
　第２駐車場・・・１台分

車椅子利用者の障害者等に対して、市役所駐
車場内に障害者用駐車スペースを設置済み。
第1駐車場・・・3台分
第2駐車場・・・1台分

車椅子利用者の障害者等に対して、市役所駐
車場内に障害者用駐車スペースを設置済み。
第1駐車場・・・3台分（令和5年度末にて閉鎖）
第2駐車場・・・3台分（令和6年2月に2台新設）

総務課 継続

68 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （１）福祉的なまちづく
りの推進

公園整備事業
「富田林市公園施設長寿命化計画」などに基づき、老朽化した公園施
設を年次的に取替えるなどし、安全で利用しやすい公園を整備する。

新設公園　2件
整備工事　5件

整備工事　5件 道路公園課 継続

69 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

移動支援事業
　地域生活支援事業の一環として、屋外での移動に困難のある障がい
者（児）の、社会参加のための外出を支援している。
【平成18年10月から事業実施】

①身体障がい・・・3,897,900円（延べ 105名）
②知的障がい・・・44,546,100円（延べ 1,045名）
③精神障がい・・・14,760,800円（延べ 378名）
④障がい児・・・4,034,300円（延べ  127名）
合計・・・67,239,100円

①身体障がい・・・4,973,600円（延べ 128名）
②知的障がい・・・50,849,800円（延べ 1,291名）
③精神障がい・・・13,156,600円（延べ 331名）
④障がい児・・・2,844,400円（延べ  128名）
合計・・・71,824,400円

障がい福祉課 継続

70 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

重度障がい者タクシー料金補助事業
  重度身体障がい者(児)、重度知的障がい者(児)、重度精神障がい者
(児)【福祉施設等に措置されている人を除く】に対し、タクシー料金の基
本料金を月3回補助することで、生活行動範囲の拡大、社会参加の促
進を図る。

事業費・・・　7,689,850円
・利用券交付者：1486名
・基本料金　11,300件分を補助

事業費・・・　6,331,090円
・利用券交付者：1480名
・基本料金　10,087件分を補助

障がい福祉課 継続

71 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

けあぱる駐車場使用料の免除
①対象者･･･身体障がい者手帳・療育手帳・精神障がい者保健福祉手
帳の交付を受けている人
②免除額･･･駐車場は1時間以内の駐車は無料としているが、対象者
については、1時間を超えるごとに100円かかる使用料を免除とする。

①実績・・・延べ人数： 2,177名
②免除額・・・302,800円

①実績・・・延べ人数： 1,793名
②免除額・・・249,400円

増進型地域福
祉課
（ケアセン
ター）

継続

72 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

車いす貸出事業
　障がい者・高齢者等のため、車いすを10日間以内で貸し出しを行っ
ている。

実績・・・貸出回数  11回/延べ日数　59日 実績・・・貸出回数  8回/延べ日数　28日 増進型地域福
祉課
（ケアセン
ター）

継続

73 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

車いす貸出事業
　障がい者等のため、車いすを10日間以内で貸し出しを行っている。

①市役所本庁
　　貸出回数  96回（うち障がい者　 23回）
②金剛連絡所
　　貸出回数　7回（うち障がい者　0 回）

①市役所本庁
　　貸出回数  119回（うち障がい者　63回）
②金剛連絡所
　　貸出回数　19回（うち障がい者　5回）

障がい福祉課 継続



番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

74 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

有料道路における障がい者割引制度
　障がい者割引を受けるための、手帳への証明手続き及び、内容確認
を行う。（ETC利用者の場合は、「ETC利用対象者証明書」を発行す
る。）

新規・更新・変更等受付件数：839件
（うち、ETC利用対象者証明書：766件）

新規・更新・変更等受付件数：829件
（うち、ETC利用対象者証明書：753件）

障がい福祉課 継続

75 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

障がい者技能取得補助事業
　社会参加の一助として、身体障がい者本人又は障がい者（児）の通
所・通園・通学の送迎のため普通自動車運転免許を取得する保護者
に対し、100,000円を限度として支給する。(保護者が取得の場合は障
がい3級以上の人)
令和3年度より身体・知的を統合

事業費・・・300,000 円(3名) 事業費・・・100,000 円(1名) 障がい福祉課 継続

76 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

自動車改造補助事業
　就労等により自らが所有し、運転する自動車の操向装置などの改造
が必要な障がい者で、かつ免許証に限定条件が付されている人で自
動車の改造が必要な人に対し､経費の一部を補助することにより住み
慣れた地域社会の中で自立し、社会参加の促進を図る。　(限度額
100,000円)

事業費・・・100,000円（ 1名） 事業費・・・100,000円（ 1名） 障がい福祉課 継続

77 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

レインボーバス運賃の障がい者割引
　運賃の障がい者割引を実施

身体障がい者手帳、療育手帳をお持ちの方
大人　１回５０円
小人　１回３０円

身体障がい者手帳、療育手帳をお持ちの方
大人　１回９０円
小人・幼児　１回５０円

交通政策室 継続

78 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

富田林市交通等バリアフリー基本構想推進事業　　「高齢者、障がい
者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成18年12月施行）」に
基づき、富田林市交通等バリアフリー基本構想を平成１９年３月に策定
した。今後、この基本構想に基づき、近鉄富田林駅・富田林西口駅周
辺地区の旅客施設、周辺の道路、駅前広場、信号機等のバリアフリー
化を重点的かつ一体的に推進するための調整を進める。

市交通等バリアフリー基本構想に基づくバリアフ
リー化事業を推進。

市交通等バリアフリー基本構想に基づくバリアフ
リー化事業を推進。

都市計画課 継続

79 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

道路における安全確保対策の推進 視覚障がい者誘導用標示（更新）　１３７．４ｍ
横断・転落防止柵（新設）　２７３．３ｍ

視覚障がい者誘導用標示（更新）　５８．５ｍ
横断・転落防止柵（新設）　　０．７ｍ

道路公園課 継続

80 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

レインボーバス運行事業
　福祉対応装置を設置した公共施設巡回バス(レインボーバス)を運行。

福祉対応装置
車いす用折りたたみ式スロープ（シート跳上「足
踏みペダル式」・固定装置「自動巻きベルト式）、
ノンステップ、車外スピーカ、車外表示案内（前・
横・後部方向幕）、車体への表示（車いす対応ス
テッカー）

福祉対応装置
車いす用折りたたみ式スロープ（シート跳上「足
踏みペダル式」・固定装置「自動巻きベルト式、ノ
ンステップ、車外スピーカー、車外表示案内（前・
横・後部方向幕）、車体への表示（車いす対応ス
テッカー）

交通政策室 継続
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番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

81 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （３）防災、防犯対策
の推進

「やさしい日本語」を使った館内放送の実施
　火災や地震などの災害が発生した場合、日本語に不慣れな外国人
や子供、障がい者等にも確実に分かりやすく情報をお知らせするため
に、「やさしい日本語」を取り入れた館内放送を実施する。

実績なし 実績なし 総務課 継続

82 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （３）防災、防犯対策
の推進

メール１１９受信
　聴覚・言語障がいのある人については、電話による通報が困難なた
め、携帯電話等を活用した電子メールによる火災・救急・救助を受付。
【Ｈ30．１開始】

メール１１９番受信件数
　火災・救急　　　　　　０件
　病院照会・相談等　 ０件
  その他の通報　　　　０件

メール１１９番受信件数
　火災・救急　　　　　　０件
　病院照会・相談等　 ０件
  その他の通報　　　　０件

富田林消防署 継続

83 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （３）防災、防犯対策
の推進

ＮＥＴ１１９
　聴覚や発話に障がいのある方が緊急通報を行う補助的な通報手段と
して、スマートフォンや携帯電話のインターネット機能を使用し、文字や
画像により消防本部に緊急通報ができる。
　また文字が入力できなくてもスマートフォン、携帯電話のＧＰＳ機能を
活用して位置情報を簡単に取得することができる。
【令和２年１２月開始】

ＮＥＴ１１９受信件数
　火災・救急　　　　０件
　病院照会・相談等　 ０件
  その他の通報　　　　０件

ＮＥＴ１１９受信件数
　火災・救急　　　　1件
　病院照会・相談等　 ０件
  その他の通報　　　　０件

富田林消防署 継続

84 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （３）防災、防犯対策
の推進

ストーマ用装具保管事業
　災害時に自宅からストーマ用装具を持ち出せなくなった場合に備え
て、自己所有のストーマ用装具を市の公共施設で保管している。
【平成28年1月から実施】

9件保管  3件保管 障がい福祉課
危機管理室

継続

85 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （３）防災、防犯対策
の推進

福祉避難所の指定
　指定避難所における避難生活が困難な災害時要支援者を受け入れ
る福祉避難所の指定を行う。
【H25年度より実施】

けあぱる
かがりの郷
総合福祉会館

けあぱる
かがりの郷
総合福祉会館

危機管理室 継続

86 基本方針４　子どもの特性に
応じた保育・教育環境づくり
～教育・育成～ （１）療育の充
実

障がい児保育巡回指導
　障がい児保育の推進にあたり、障がいの状況に応じた保育指導及び
就学相談等の助言を行うため、専門指導員による巡回指導の実施。

市内２１園　８３回 市内２１園　７９回 こども育成課 継続

87 基本方針４　子どもの特性に
応じた保育・教育環境づくり
～教育・育成～ （１）療育の充
実

障がい児保育の実施
　各保育所において、障がいのある乳幼児を入所させ、健常児とともに
統合保育を実施することにより、障がい児の福祉の増進を図る。

市内17園　66人（令和4年4月1日時点） 市内18園　57人（令和5年4月1日時点） こども育成課 継続

88 基本方針４　子どもの特性に
応じた保育・教育環境づくり
～教育・育成～ （１）療育の充
実

児童家庭相談、子どもの発達相談の実施
　家庭における１８歳未満の児童の養育等の子育て相談、養育上発達
面に課題のある中学生以下の児童の発達の相談に専門の相談員が応
じている。

①児童相談実件数　　　　　　  　1,491件
②子どもの発達相談実件数　 　  137件

①児童相談実件数　　　　　　  　1,436件
②子どもの発達相談実件数　 　  147件

子育て応援課 継続



番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

89 基本方針４　子どもの特性に
応じた保育・教育環境づくり
～教育・育成～ （１）療育の充
実

学童クラブでの障がい児保育の実施
　各学童クラブにおいて、障がいのある児童を入会させ、健常児ととも
に統合保育を実施することにより、障がい児の福祉の推進を図る。

令和4年5月1日現在
　障がい児利用者　81名
　障がい児加配補助員　20名

令和5年5月1日現在
　障がい児利用者　100名
　障がい児加配補助員　20名

こども育成課 継続

90 基本方針４　子どもの特性に
応じた保育・教育環境づくり
～教育・育成～ （１）療育の充
実

児童発達支援センター「しょうとく園」の運営費補助
　（社福）聖徳園が運営する児童発達支援センター第1しょうとく園及び
第2しょうとく園に対し、補助金を交付し、その保育内容の充実と運営の
健全化を図る。

補助金・・・13,650,000円 補助金・・・11,304,860円 子育て応援課 継続

91 基本方針４　子どもの特性に
応じた保育・教育環境づくり
～教育・育成～ （１）療育の充
実

発達障がい児等療育支援事業
　発達障がい等により、社会生活に支障のある障gai児に対してこども
発達支援センターSunで必要な療育等を実施することで発達障がい児
の福祉の向上を図る。また、継続したフォローができるように保護者と支
援者が協力して「つながるファイル」の作成を行う。

①こども発達支援センターSun
利用人数：53人
負担金額：9,010,000円
②市民限定発達障がい児療育支援事業
利用人数：20人
負担金額：4,230,000円
③つながるファイル
新規作成数：　275人

①こども発達支援センターSun
利用人数：48人
負担金額：8,160,000円
②市民限定発達障がい児療育支援事業
利用人数：20人
負担金額：4,230,000円
③つながるファイル
新規作成数：　255人

子育て応援課 継続

92 基本方針４　子どもの特性に
応じた保育・教育環境づくり
～教育・育成～ （１）療育の充
実

教育相談
　市内幼稚園在園児及び入園予定者・小学校在籍児童及び入学予定
者・中学校在籍生徒及び入学予定者を対象に、一人一人の障がいの
状況やニーズ等に応じた指導及び就学に向けての適切な就学相談を
実施。年2回就学相談推進委員会：必要に応じて市内学校、園の巡回
指導

①就学相談推進委員会
　第1回：6月28日、第2回：2月28日
②就学相談
　相談件数；幼稚園16件、小・中学校106件
　合計122件

①就学相談推進委員会
　第1回：7月11日、第2回：2月27日
②就学相談
　相談件数；幼稚園12件、小・中学校143件
　合計155件

教育指導室 継続

93 基本方針４　子どもの特性に
応じた保育・教育環境づくり
～教育・育成～ （２）障がい児
福祉サービスの充実

障がい児通所支援給付費事業
　児童発達支援センター等の通所施設等で、障がい児に必要な介護
や訓練等の援助を行う。

①児童発達支援扶助費・・・232,727,968円
②放課後等デイサービス扶助費・・・519,353,728
円
③保育所等訪問支援扶助費・・・9,658,253円
④障がい児相談支援扶助費・・・13,904,692円
⑤やむを得ない事由による措置・・・184,334円
⑥高額障がい児通所給付費扶助費・・・197,233
円

合計・・・776,026,208円

①児童発達支援扶助費・・・240,800,389円
②放課後等デイサービス扶助費・・・611,795,925
円
③保育所等訪問支援扶助費・・・12,215,923円
④障がい児相談支援扶助費・・・16,602,456円
⑤やむを得ない事由による措置・・・3,726,984円
⑥高額障がい児通所給付費扶助費・・・323,272
円

合計・・・885,464,949円

障がい福祉課 継続

94 基本方針４　子どもの特性に
応じた保育・教育環境づくり
～教育・育成～ （２）障がい児
福祉サービスの充実

障がい児福祉手当給付事務
　身体又は精神に著しく重度の障がいを有し、日常生活において常時
の介護を必要とする重度障がい児に対し、障がい児福祉手当を支給
する。

事業費…10,027,020円（延べ 675名）

※手当月額　R4.2-R4.3 14,880円
                 R4.4-R5.1 14.850円

事業費…9,457,690円（延べ 624名）

※手当月額　R5.2-R5.3 14,850円
                 R5.4-R6.1 15,220円

障がい福祉課 継続

95 基本方針４　子どもの特性に
応じた保育・教育環境づくり
～教育・育成～ （３）インク
ルーシブ教育の推進

市立教育施設の整備 喜志小学校（校舎階段手摺設置・多目的トイレ
整備）
第二中学校（トイレ洋式化改修）

久野喜台小学校（校舎階段手摺設置）、喜志小
学校（校舎階段手摺設置）

教育総務課 継続
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番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

96 基本方針５　自分に合った働
き方 が実現できる環境づくり
～雇用・就業～ （１）雇用の促
進と就労機会の拡大

障がい者雇用推進フォーラムの開催
　地域の障がい者雇用を促進するため、南河内南障がい保健福祉圏
域の６市町村が費用負担し、基調講演、就業･生活相談、授産所活動
展示などを行い、より身近な地域での具体的な障がい者雇用支援の取
り組みを行っている。主催：障がい者雇用推進フォーラムin南河内実行
委員会（６市町村）

実施日：令和５年２月２４日
会場：河内長野市立市民交流センター
分担金：85,100円
内容：企業相談会、社会保険労務士による個別
相談会、身だしなみ講座等

実施日：令和6年2月16日
会場：SAYAKAホール
分担金：85,300円
内容：企業相談会、社会保険労務士による個別
相談会、身だしなみ講座、企業説明会等

障がい福祉課 継続

97 基本方針５　自分に合った働
き方 が実現できる環境づくり
～雇用・就業～ （１）雇用の促
進と就労機会の拡大

身体障がい者を対象とした職員採用資格試験の実施 障がい者を対象とした職員採用資格試験の実施
申込者５名　合格者０名
申込者６名　合格者０名

障がい者を対象とした職員採用資格試験の実施
R5.10採用：申込者２名　合格者１名
R6.4採用：申込者４名　合格者１名

人事課 継続

98 基本方針５　自分に合った働
き方 が実現できる環境づくり
～雇用・就業～ （１）雇用の促
進と就労機会の拡大

市庁舎等清掃業務
　清掃等業務発注において、知的障がい者等の清掃現場での就労等
の提案を評価基準に盛り込んだ「総合評価一般競争入札」制度を導
入。

委託業者の障がい者雇用人数：1人
（令和4年度～令和6年度の長期継続契約）

委託業者の障がい者雇用人数：1人
（令和4年度～令和6年度の長期継続契約）

総務課 継続

99 基本方針５　自分に合った働
き方 が実現できる環境づくり
～雇用・就業～ （１）雇用の促
進と就労機会の拡大

富田林市就労支援センター
　就労阻害要因があり、就労が困難な若年者・障がい者・母子家庭及
び中高年者などを対象に就労支援コーディネーターによる相談を行
い、雇用・就労の支援を行う。

実績・・・112件

※うち、就労に至った件数・・・4件

実績・・・70件

※うち、就労に至った件数・・・4件

商工観光課 継続

100 基本方針５　自分に合った働
き方 が実現できる環境づくり
～雇用・就業～ （１）雇用の促
進と就労機会の拡大

 障がい者対応公用車の配置
　障がいの状態に応じて、公用車の運転を可能とする整備及び準備を
行う。

管理１台 管理１台 行政管理課 継続

101 基本方針５　自分に合った働
き方 が実現できる環境づくり
～雇用・就業～ （２）福祉的
就労の充実

在宅障がい者通所交通費補助事業
　障がい者支援施設に通所する、在宅の身体障がい者、知的障がい
者及び精神障がい者に対し、通所に要する交通費の一部を助成する。

事業費…3,126,760円
対象者…62名

事業費…3,994,045円
対象者…70名

障がい福祉課 継続

102 基本方針５　自分に合った働
き方 が実現できる環境づくり
～雇用・就業～ （２）福祉的
就労の充実

市郵送用封筒点字打刻事業
　市から送付する封筒に、点字で「富田林市役所」と打刻する作業を福
祉作業所等に委託することで、障がい者の工賃増を図っている。
　（点字プレス作業委託料　単価：1枚1円）

実績…332,922枚分　366,210円 実績…200,594枚分　220,652円 障がい福祉課 継続

103 基本方針５　自分に合った働
き方 が実現できる環境づくり
～雇用・就業～ （２）福祉的
就労の充実

成人の日の記念品発注
　福祉施設連絡会に記念品の発注をしている。

牛革名刺入れ　800個　968,000円（税別単価
1,100円）
オリジナルマスク　1,000枚　440,000円（税別単
価400円）

牛革名刺入れ　700個　1,078,000円（税別単価
1,400円）

生涯学習課 継続



番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

104 基本方針５　自分に合った働
き方 が実現できる環境づくり
～雇用・就業～ （２）福祉的
就労の充実

無料ごみシール封入業務
　市から送付する無料ごみシール封入業務を委託する。
（単価：1件10円）

実績・・・51,000件　510,000円
委託先・・・社会福祉法人　いずみ野福祉会
               特定非営利活動法人　一歩の会
               特定非営利活動法人　あい　銀杏
               （福）桃花塾　（通所部）
               社会福祉法人　こごせ福祉会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　拓共 同作業所
               （福）富翔会　わくわく富田林

実績・・・51,000件　510,000円
委託先・・・社会福祉法人　いずみ野福祉会
               特定非営利活動法人　一歩の会
               特定非営利活動法人　あい　銀杏
               （福）桃花塾　（通所部）
               社会福祉法人　こごせ福祉会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　拓共 同作業所
               （福）富翔会　わくわく富田林

環境衛生課 継続

105 基本方針５　自分に合った働
き方 が実現できる環境づくり
～雇用・就業～ （２）福祉的
就労の充実

市役所敷地内での授産製品の販売支援
　市役所地下玄関等を利用して、授産施設で生産された製品等の販
売場所を提供している。
①大阪府障害者福祉事業団(にじょう)･･･毎週水曜日　10時から15時
※平成29年4月より”もっと”から”にじょう”に名称変更
②つじやま作業所･･･毎月第1火曜日10時～12時
③桃花塾･･･毎月第3火曜日10時～12時
④マイウエイ福祉の会（工房花水木）･･･毎月第2･3･4木曜日　11時～
13時 【平成24年7月から】

① バンジー･･･利用実績なし
②桃花塾･･･利用実績なし
③ 工房花水木･･･パン販売（年間41回、利用者
30名、職員41名）
④メープル関西・・・野菜、ドーナツ(年間1回、利
用者2名、職員1名）

① バンジー･･･利用実績なし
②桃花塾･･･利用実績なし
③ 工房花水木･･･パン販売（年間 23回、利用者
20名、職員23名）
④メープル関西・・・野菜、ドーナツ(年間3回、利
用者10名、職員5名）

障がい福祉課 継続

106 基本方針６　健康に暮らし続
けられる環境づくり～保健・医
療～ （１）母子保健対策の推
進

妊婦乳幼児健康診査
 　障がいの早期発見に努め早期療育システムに引き継ぎ支援してい
く。

①妊婦一般健康診査：延べ8,916名
②乳児一般健康診査：延べ584名
③４か月児健診：延べ616名
④乳児後期健康診査：延べ544名
⑤1歳７か月児健診：延べ631名
⑥３歳６か月児健診：延べ692名
⑦３歳６か月児視聴覚検診：延べ692名
⑧約束健診：乳児延べ31名、幼児延べ140名

①妊婦一般健康診査：延べ6,880名
②乳児一般健康診査：延べ506名
③４か月児健診：延べ567名
④乳児後期健康診査：延べ567名
⑤1歳７か月児健診：延べ611名
⑥３歳６か月児健診：延べ690名
⑦３歳６か月児視聴覚検診：延べ690名
⑧約束健診：乳児延べ46名、幼児延べ117名

健康づくり推
進課

継続

107 基本方針６　健康に暮らし続
けられる環境づくり～保健・医
療～ （１）母子保健対策の推
進

１歳７か月健診などに伴う「フォロー教室」の実施
　保健センターが行う１歳７か月健診、３歳６か月健診で発達の見守り
や家庭生活でアドバイスが必要と判断された幼児、その保護者に集団
の場で相談に応じたり、適切な親子の関わり方や遊び方を学び合う
フォロー教室を開催している。平成22年度からは、卒室した親子向けの
相談を実施。

教室参加延べ人数　　　　964名
卒室者相談人数　　　　　　 46名

教室参加延べ人数　　　　990名
卒室者相談人数　　　　　　 64名

子育て応援課 継続

108 基本方針６　健康に暮らし続
けられる環境づくり～保健・医
療～ （２）成人保健対策の推
進

障がい者機能訓練教室（リハップ）
　市内の身体障がい者の残存機能の維持及び向上が図れるよう、機能
訓練の機会を提供している。
　【平成20年10月から】
　
　対象者：市内在住の65歳未満で身体障がい者手帳をお持ちの自力
で通うことのできる人、または、介助者と同伴で通うことができる人。ただ
し、介護保険の要介護　認定を受けた人は除く。

○障がい者機能訓練教室（りはっぷ）
①場所…総合福祉会館　機能回復訓練室
②日時…毎週月・水・金曜日　10時～12時
③実施回数…141回
④参加延べ人数…560名

○障がい者機能訓練教室（りはっぷ）
①場所…総合福祉会館　機能回復訓練室
②日時…毎週月・水・金曜日　10時～12時
③実施回数…139回
④参加延べ人数…476名

増進型地域福
祉課
(社会福祉協
議会）

継続
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番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

109 基本方針６　健康に暮らし続
けられる環境づくり～保健・医
療～ （３）医療体制等の充実

障がい者医療費補助事業
　身体及び知的障がい者に対し、医療費の一部を助成。健康の保持、
生活の安定に寄与し、障がい者の福祉の増進を図る。

①対象者数：2,149名（月平均）
②助成費：270,882,717円

①対象者数　2,137名（月平均）
②助成費　271,964,223円

保険年金課 継続

110 基本方針６　健康に暮らし続
けられる環境づくり～保健・医
療～ （３）医療体制等の充実

自立支援医療（更生医療）給付事業
　
　対象者：18歳以上で身体障がい者手帳をお持ち
　　　　　の人
　内容：更生医療の指定を受けている医療機関で、
　　　　　身体上の障がいを軽減し、日常生活を容易
　　　　　にするための医療費を支給。

①聴覚障がい・・0円（0件）
②肢体不自由・・・10,804,442円（311件）
③じん臓機能障がい・・・128,396,608円（778件）
④肝臓機能障がい・・・0円（0件）
⑤そしゃく機能障がい・・・0円（0件）
⑥免疫機能障がい・・・6,301,501円（139件）
⑦心臓機能障がい・・・58,310円（3件）

扶助費合計・・・145,560,861円（1,231件）

①聴覚障がい・・0円（0件）
②肢体不自由・・・9,082,009円（271件）
③じん臓機能障がい・・・125,286,052円（828件）
④肝臓機能障がい・・・0円（0件）
⑤そしゃく機能障がい・・・0円（0件）
⑥免疫機能障がい・・・7,178,136円（141件）
⑦心臓機能障がい・・・0円（0件）

扶助費合計・・・141,546,197円（1,240件）

障がい福祉課 継続

111 基本方針６　健康に暮らし続
けられる環境づくり～保健・医
療～ （３）医療体制等の充実

自立支援医療（育成医療）給付事業
　
　対象者：身体に障がいのある児童
　内容：更生医療の指定を受けている医療機関で、
　　　　　身体上の障がいを軽減し、日常生活を容易
　　　　　にするための医療費を支給。

①そしゃく機能障がい・・・27,631円（4件）
②心臓機能障がい・・・0円（0件）
③肢体不自由・・・1,164,857円(11件）
④聴覚障がい・・・0円（0件）
⑤視覚障がい・・・0円（0件）
⑥その他・・0円（0件）

扶助費合計・・・1,192,488円（15件）

①そしゃく機能障がい・・・0円（0件）
②心臓機能障がい・・・0円（0件）
③肢体不自由・・・308,995円(8件）
④聴覚障がい・・・0円（0件）
⑤視覚障がい・・・172,466円（3件）
⑥その他・・0円（0件）

扶助費合計・・・481,461円（11件）

障がい福祉課 継続

112 基本方針６　健康に暮らし続
けられる環境づくり～保健・医
療～ （３）医療体制等の充実

障がい児（者）歯科診療
　 南河内圏域の松原市を除く８市町村（藤井寺市・羽曳野市・富田林
市・河内長野市・大阪狭山市・河南町・太子町・千早赤阪村）では、６歯
科医師会（松原市・藤井寺市・羽曳野市・富田林・河内長野市・南河内
歯科医師会）の協力で心身などに障がいがあり、地域の歯科診療所で
診療が困難な人の歯科診療・口腔衛生指導などの診療を行う。

実績：延べ668名（うち富田林市64名） 実績：延べ706名（うち富田林市94名） 健康づくり推
進課

継続

113 基本方針６　健康に暮らし続
けられる環境づくり～保健・医
療～ （３）医療体制等の充実

精神・結核医療費給付金
　国民健康保険被保険者が①障がい者総合支援法②結核の医療で
感染症の予防及び感染症の患者に関する法律に規定する公費負担
医療を受ける時、保険診療分について自己負担が生じた場合は、自己
負担分が給付される。

15,445件（精神結核）17,650,711円 16,132件（精神結核）18,526,958円 保険年金課 継続

114 基本方針６　健康に暮らし続
けられる環境づくり～保健・医
療～ （３）医療体制等の充実

自立支援医療（精神通院）
　通院による治療を継続的に必要とする程度の精神障がい（てんかん
を含む。）を有する人を対象に、通院による医療費を助成するため大阪
府へ提出する申請を受付している。

受給者証発行件数・・・　2,601件 受給者証発行件数・・・2,613件 障がい福祉課 継続
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115 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

音声訳ボランティア養成講習会
　活字で書かれている資料を“音声にして伝える”ボランティアを養成す
る講座で、発声や音訳の技術等を学び、視覚に障がいのある方へ、声
の広報や対面朗読をおこなうなど、情報提供の充実を図る。

「届けましょう！あなたの声を、心を」
場所：金剛図書館
講師：前田綾子（朗読グループＲＳＴ）
受講者数：延べ45人（全6回合計）

「届けましょう！あなたの声を、心を」
場所：金剛図書館
講師：前田綾子（朗読グループＲＳＴ所属）
受講者数：延べ55人（全6回合計）

金剛図書館 継続

116 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

1) 情報バリアフリー化の推進
　案内物「本の文字が読みづらい方へ」を作成し、配布および館内掲
示の実施。大活字本や拡大図書機などを掲載しており情報提供を図
る。

案内物「本の文字が読みづらい方へ」を作成し、
館内で配布および館内掲示を継続して実施。本
棚にピクトグラムを掲示。

案内物「本の文字が読みづらい方へ」を作成し、
館内で配布および館内掲示を継続して実施。本
棚にピクトグラムを掲示。

中央図書館
金剛図書館

継続

117 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

大活字図書購入
　通常の活字が見えにくい障がい者や、高齢者のために大きい活字で
印刷された図書を収集。

22冊追加 購入冊数　46冊

図書等購入費 154,550円

中央図書館
金剛図書館

継続

118 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

「声の広報」の発行
　昭和49年、公民館の朗読クラブ「一の会」のボランティア活動として広
報を吹き込み「声の広報」が発行された。その後、昭和51年から(財)大
阪府視覚障がい者福祉協会に、平成17年から公民館の朗読ボランティ
アグループ「くさぶえ」に毎月、吹き込みから希望者宅への郵送まで依
頼している。

①利用実績・・・12名（希望者）
※人権文化センター、市役所（都市魅力課）でも
視聴可。
②声の広報発行に伴う謝礼・・・120,000円

①利用実績・・・13名（希望者）
※TONPAL(多文化共生人権プラザ)、市役所
（都市魅力課）でも視聴可。
②声の広報発行に伴う謝礼・・・120,000円

都市魅力課 継続

119 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

点字広報サービス
　昭和55年から、市社会福祉協議会登録ボランティアグループ点訳
サークルが、「広報とんだばやし｣や｢議会だより｣、「福祉広報」などを点
訳し、希望者に郵送サービスをしている。（市からは、点字用紙など材
料費を補助）

①利用実績･･･3名（希望者）
※府立中之島図書館、市役所（都市魅力課）に
も配架。
②広報誌点訳に伴う謝礼・・・60,000円

①利用実績･･･2名（希望者）
※府立中央図書館、市役所（都市魅力課）にも
配架。
②広報誌点訳に伴う謝礼・・・60,000円

都市魅力課
議会事務局

継続

120 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

点字パンフレットの設置
　点字パンフレットを窓口に常備。　「すぐわかる介護保険」「介護サー
ビス情報の公表」

点字パンフレット継続設置中
　「すぐわかる介護保険」「介護サービス情報の
公表」の配布を引き続き実施。「介護サービス情
報の公表」については、要介護認定新規利用者
の決定通知に同封（QRコード付き）を行ってい
る。

・点字パンフレットを窓口に設置
・　「すぐわかる介護保険」「介護サービス情報公
表システム」のパンフレット配布を実施。
・「介護サービス情報公表システム」のQRコード
付き案内を要介護認定決定通知に同封してい
る。

高齢介護課 継続

121 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

市郵送用封筒点字打刻事業
　市から送付する封筒に、点字で「富田林市役所」と打刻し、情報のバ
リアフリー化を図る。

＊再掲：（５）雇用・就業　1)障がい者の雇用の場の拡大　（番号102）

実績…332,922枚分　366,210円 実績…200,594枚分　220,652円 障がい福祉課 継続
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122 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

社会適応訓練
社会への適応を図るため、スマートフォン講座を開催するもの。

○スマートフォン講座
①開催回数…18回
②受講者数…73名

○スマートフォン講座
①開催回数…17回
②受講者数…139名

増進型地域福
祉課
(社会福祉協
議会）

継続

123 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

ＬＬブックコーナーの設置と提供
　「ＬＬ」とは、スウェーデン語で「やさしく読める」という意味であり、ＬＬ
ブックは知的障がいや自閉症、学習障がいなど通常の活字での利用
が困難な人にも理解できるように、図や写真を多用する工夫等をして書
かれた本で、金剛図書館にＬＬブックコーナーを設置し提供している。Ｌ
Ｌブックのリストも館内で配布。図書館ホームページでもＬＬブックリスト
を提供している。

9冊追加 購入冊数　9冊

図書等購入費　25,080円

中央図書館
金剛図書館

継続

124 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

「やさしい日本語」を使った館内放送の実施
　火災や地震などの災害が発生した場合、日本語に不慣れな外国人
や子供、障がい者等にも確実に分かりやすく情報をお知らせするため
に、「やさしい日本語」を取り入れた館内放送を実施する。

＊再掲：（３）生活環境　4)防災・防犯対策の推進（番号81）

実績なし 実績なし 総務課 継続

125 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

市表彰における手話通訳者・要約筆記者の配置
　本市の市民、団体並びに本市に縁故の深い方で市政、公益に関し、
功労、善行のあった方を表彰するため、年１回開催している。
　式典に出席される障がい者の方のために配置している。

実施日：令和４年11月３日(祝日)
場所：すばるホール
参加者数：約50名

実施日：令和5年11月３日(祝日)
場所：すばるホール
参加者数：約50名

秘書課 継続

126 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

市公式ウェブサイト運用業務
  高齢者や障がい者などを含めたすべての人にアクセスしやすいウェ
ブサイトを目指し、ウェブアクセシビリティの確保や使いやすさへの配慮
のため、各ページの内容を公開前にチェックしている。

市ウェブサイトにおいて、総務省より示されている
自治体ホームページに求められるウェブアクセシ
ビリティのJIS規格「JIS X 8341-3:2017」の適合レ
ベルAAに準拠するシステムを導入しており、各
ページにおいてアクセシビリティを損なうことなく
更新されるよう、ウェブサイトの運営管理を行って
いる。

市ウェブサイトにおいて、総務省より示されている
自治体ホームページに求められるウェブアクセシ
ビリティのJIS規格「JIS X 8341-3:2016」の適合レ
ベルAAに準拠するシステムを導入しており、各
ページにおいてアクセシビリティを損なうことなく
更新されるよう、ウェブサイトの運営管理を行って
いる。

都市魅力課 継続
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127 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

手話通訳者や要約筆記者の配置
 ①男女共同参画フォーラム
　男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わ
りなく、個性と能力を充分発揮することが出来る男女共同参画社会の
実現にむけ、市民にいきいきとした人生の過ごし方等について考える
機会を提供することを目的とした「男女共同参画フォーラム」を年1回実
施しており、午後の部の講演には障がい者の人にも参加していただけ
るように、手話通訳者や要約筆記者を配置している。
②平和を考える戦争展
　戦争の悲惨さや核兵器の非人道性を伝え、非核平和の願いを広げる
ことを目的に「平和を考える戦争展」を開催し、障がい者の人にも参加
していただけるよう手話通訳者を配置している。

①男女共同参画フォーラム
日時：令和5年3月25日
講演会：『大切にしたい性と命～若者に伝え続け
てきたこと～』
講師：八幡悦子（ハーティ仙台代表／助産師）
参加人数：50人
事業費：245千円

②平和を考える戦争展
日時：令和4年8月13日
内容：平和記念講演会「テレジン収容所の子ども
たち」
講師：野村路子（テレジンを語りづぐ会）
参加人数：30人
事業費：50千円

日時：令和4年8月14日
内容：平和記念講演会「沖縄県の本土復帰50周
年記念講演～「異和共生社会」を目指して～」
講師：金城馨（関西沖縄文庫主宰）
参加人数：27人
事業費：50千円

①男女共同参画フォーラム
日時：令和6年2月3日
講演会：『子ども食堂がある地域の未来』
講師：栗林　知絵子（認定NPO法人豊島子ども
WAKUWAKUネットワーク理事長）
参加人数：50人
事業費：262千円

②平和を考える戦争展
日時：令和5年8月12日
内容：平和記念講演会「中国残留邦人の歴史と
今も残る影響」　講師：山崎　哲（首都圏中国帰
国者支援・交流センター）
「ある中国残留邦人とその家族について」
　講師：神山英子（首都圏中国帰国者支援・交流
センター）
参加人数：40人
事業費：0円

日時：令和5年8月13日
内容：平和記念講演会「現代の紛争と、解決に
導くために私たちができること」
講師：西谷文和（フリージャーナリスト）
参加人数：90人
事業費：24千円

人権・市民協
働課

継続

128 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

公民館まつりにおける手話通訳者の配置
　地域のまつりである「公民館まつり」に、地域の聴覚障がい者が気軽
に参加できるように、クラブ発表会の開催時に手話通訳者・要約筆記
者を配置している。

公民館まつりにおける手話通訳者や要約筆記者
の配置

公民館まつりにおける手話通訳者や要約筆記者
の配置

中央公民館
金剛公民館
東公民館

継続

129 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

公民館講座における手話通訳者設置事業
　活動機会の充実とともに、聴覚障がい者と健聴者の交流と相互理解
の促進を図る。

●「刑事裁判、個人主義、そして、わたしたちの
憲法」
実施日：５月２１日　参加人数：８０人
実施場所：中央公民館

憲法月間行事「ビッグイシュー出張講座　なぜ人
はホームレスになるのか？」
実施日：５月２７日（土）　参加人数：64人
実施場所：中央公民館

中央公民館
金剛公民館
東公民館

継続

130 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

対面朗読・録音図書の提供
　ボランティア団体の協力を得て、対面朗読と録音図書の製作・提供に
努めている。視覚障がい者に対して、郵送による貸し出しを行ってい
る。

１　対面朗読
　対面朗読報償費　1,500円×3回＝4,500円

２　録音図書郵送貸出
　カセットテープ　貸出実績なし
　デイジー図書　貸出人数1人、貸出枚数3枚

１　対面朗読
　　　3回/年
　報償費　4,500円

２　録音図書郵送貸出
　カセットテープ　貸出実績なし
　デイジー図書　貸出人数1人、貸出枚数1枚

中央図書館
金剛図書館

継続
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番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

131 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

朗読会 「おとなのための朗読会～聴いて楽しむおとなの
読書～」
朗読：朗読ボランティアくさぶえ

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

「おとなのための朗読会～音で楽しむ朗読～」
朗読：朗読ボランティアくさぶえ

11月17日(金)　金剛図書館 　11名
12月 1日(金)　 中央図書館　15名

 報償費　10,000円

中央図書館
金剛図書館

継続

132 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

手話通訳者や要約筆記者の配置
とんだばやし人権フェア
　人権問題について身近なところから考え、正しい理解を持ってお互い
を尊重していく機会となるよう開催する。また、ＮＰＯ法人など市民団体
が参画し、市民が主体となって人権尊重のまちづくりを進めていく。

とんだばやし人権フェア
日時：令和4年12月10日
講演会：『子ども一人ひとりを大切にする関わりか
た～ペアレント・トレーニングの視点から～』
講師：米田和子（特別支援教育士スーパーバイ
ザー）
参加人数：130人
事業費：459千円

とんだばやし人権フェア
日時：令和5年12月9日
講演会：『被害者も、加害者も生まない社会へ』
講師：片山　徒有（あひるの一会、被害者と司法
を考える会　代表）
参加人数：120人
事業費：412千円

人権・市民協
働課

継続

133 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （１）情報バリア
フリー化の推進

みまもりあいステッカー、アプリ
　認知症等で行方不明になる可能性のある人の持ち物や衣類にみまも
りあいステッカーを貼り付けておき、万が一行方不明になった場合、発
見者がそのステッカーに記載されているフリーダイヤルに電話すると、
事前に登録してある家族等に連絡がとれる仕組み。
また、家族等がアプリで捜索依頼を配信することもできる。

住民どうしが見守り合い、誰もが安心して外出できる町をめざす。

みまもりあいステッカー新規登録者：５名 みまもりあいステッカー新規登録者：12名

みまもりあいアプリ登録数（R6.3月末時点）：
1,725

高齢介護課 継続

134 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （２）コミュニケー
ション支援体制の充実

「手話一日入門教室」の実施
　手話を初めて学習する人を対象に、公民館手話クラブと連携して実
施。夜間開講し、学生・勤労者の参加を図った。終了後は既存の手話
クラブに入会することで継続的な学習が可能。

令和4年度は実施せず。しかし、クラブ体験月間
で手話の体験を実施している

クラブ体験月間でのみ、手話の体験教室を実施 中央公民館
金剛公民館

継続

135 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （２）コミュニケー
ション支援体制の充実

手話教室（入門編）の開催
　手話を学ぶことによって、聴覚障がい者への理解と手話人口の拡大
を図る。

実績なし はじめて手話をやってみよう
開催期間：令和5年6月20日～8月29日
　　　　　　　（毎週火曜日・全10回）
講師：栗栖　美鈴（手話講師団派遣講師）
参加人数：9人（延べ57人）
講師謝金：75千円

人権文化セン
ター

継続

136 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （２）コミュニケー
ション支援体制の充実

緊急通報ＦＡＸ受信
　聴覚・言語障がいのある人については、電話による通報が困難なた
め、ＦＡＸ119による火災・救急・救助及び消防相談を受付。【H27.3.20
開始】

緊急通報ＦＡＸ受信件数
　火災・救急　　　　　　 ０件
　病院照会・相談等　　０件
　その他の通報　　　　 ０件

緊急通報ＦＡＸ受信件数
　火災・救急　　　　　　 ０件
　病院照会・相談等　　０件
　その他の通報　　　　 ０件

富田林消防署 継続



番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度【参考】 令和５年度 担当課 形態

137 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （２）コミュニケー
ション支援体制の充実

手話通訳者及び要約筆記者派遣事業
　聴覚障がい者、音声又は言語機能障がい者と健聴者との意思の疎
通を円滑にするため必要に応じ手話通訳者、要約筆記者を派遣するこ
とにより聴覚障がい者等の福祉の増進を図る。

①手話通訳・・・　568件
　　（賃金：1,985,425円、旅費： 339,290円）
②要約筆記・・・　18件（ノートテイク：2件、OHC：
0件、パソコン要約：16件）
　　（賃金：288,275円、旅費：27,260円）

①手話通訳・・・　542件
　　（賃金：1,956,500円、旅費： 306,540円）
②要約筆記・・・　17件（ノートテイク：0件、OHC：
1件、パソコン要約：16件）
　　（賃金：317,200円、旅費：27,070円）

障がい福祉課 継続

138 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （２）コミュニケー
ション支援体制の充実

ろうあ者福祉指導員設置事業
　市とろうあ者との意思の疎通を図り、更生のための相談に応じ、必要
な指導を行う指導員を障がい福祉課に配置している。

実績・・・手話通訳士２名を配置 実績・・・手話通訳士2名を配置 障がい福祉課 継続

139 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （２）コミュニケー
ション支援体制の充実

パソコン要約筆記奉仕員養成講座
　パソコン要約筆記者奉仕員養成のための講座を夏・冬の２回に分け
て開催

実施回数：12回
開催場所：庁内会議室及びオンライン
参加人数：6名

実施回数：24回
開催場所：庁内会議室及びオンライン
参加人数：8名

障がい福祉課 継続

140 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （２）コミュニケー
ション支援体制の充実

携帯型難聴者用磁気ループシステム
　　講演会や説明会、会議などに参加する難聴者の補聴器や人工内
耳の聴こえの限界をカバーし、マイクの音声を電気信号に変えて送るこ
とにより磁気を発生させ、ノイズのないクリアな音声を聴き取ることができ
る集団補聴システム。高齢者や難聴者の積極的な社会参加のために
設置。携帯型のため必要時簡単に設置可能。

庁内で行われる会議等で活用中 庁内で行われる会議等で活用中 障がい福祉課 継続

141 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （２）コミュニケー
ション支援体制の充実

要介護認定調査の際、手話通訳者等が同行
　介護保険の要介護認定調査の際、利用者の希望に応じて手話通訳
者やテープでの記録等の手配、調整を行っている。

要介護認定調査の際、手話通訳者等が同行
　介護保険の要介護認定調査の際、利用者の希
望に応じて手話通訳者やテープでの記録等の
手配、調整を行っている。
手話通訳者同行
平成30年度5件・令和元年度4件
令和2年度0件　令和3年度2件　令和4年度2件

要介護認定調査の際、手話通訳者等が同行
介護保険の要介護認定調査の際、利用者の希
望に応じて手話通訳者やテープでの記録等の
手配、調整を行っている。
手話通訳者同行実績
平成30年度5件・令和元年度4件・令和2年度0
件・令和3年度2件・令和4年度2件・令和5年度5
件

高齢介護課 継続

142 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （２）コミュニケー
ション支援体制の充実

高齢者教室における手話通訳者配置 希望者なしのため手話通訳はつけていません 希望者なしのため手話通訳は配置せず 金剛公民館 継続

143 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （２）コミュニケー
ション支援体制の充実

「要約筆記　ノートテイク入門」講座の実施
　要約筆記に関心のある人を対象に、金剛公民館「要約筆記サーク
ル」と連携して実施。終了後は既存の「要約筆記サークル」に入会する
ことで継続的な学習が可能。

金剛公民館講座開設
実施日：６月５日１９日、７月３日１７日参加人数：
計５４人
実施場所：金剛公民館

令和５年度は実施せず 金剛公民館 継続
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番号 基本方針・施策 事業名及び事業内容  (項目) 令和４年度 令和５年度 担当課 形態
1 基本方針２　安心で快適に暮

らせるまちづくり～生活支援
～ （１）地域生活支援体制の
充実

認知症高齢者等個人賠償責任保険事業
　認知症の人が日常生活で偶然の事故等により、他
人にケガを負わせたり、他人の財物を壊したことに
よって、本人や家族が損害賠償責任を負ってしまっ
た場合に負担を軽減する保険に加入するための保
険料を市が負担するもの。

認知症の本人、家族が安心して生活できる環境を整
備するための事業である。

令和5年9月から開始
新規加入者：55人

高齢介護課 新規

2 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

高齢者補聴器購入費助成事業
　加齢等による聴力低下により日常生活に支障のあ
る高齢者に対して、補聴器を購入する場合に要する
費用の一部を助成するもの。

補聴器をつけることにより閉じこもりを防止し、社会参
加や地域交流を促進させ、認知症予防やフレイル予
防につなげるための事業である。

令和5年9月から開始
令和5年度の助成実績：12件

高齢介護課 新規

3 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （２）福祉サービスの充実

軽度難聴児補聴器購入等事業
　補装具費の支給及び大阪府難聴児補聴器交付事
業実施要綱の対象とならない軽度の難聴児に対し
て、補聴器の購入及び修理に要する費用の一部を
助成することにより、軽度の難聴児の言語及び生活
適応訓練をさらに促進するものです。

①購入・・・  2件　112,322円
②修理・・・  1件　12,780円

障がい福祉課 新規

4 基本方針２　安心で快適に暮
らせるまちづくり～生活支援
～ （５）スポーツ・文化芸術活
動の振興

まちかどミュージアム
　大阪府立富田林支援学校の生徒が描いた絵画作
品を市内の公共施設に展示。

展示日
5月1日～翌3月20日
展示場所
富田林市きらめき創造館
展示作品数
2作品

生涯学習課 新規

5 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

金剛ふるさとバス運賃の障がい者割引
　運賃の障がい者割引を実施

身体障がい者手帳、療育手帳をお持ちの方は
通常運賃の半額の運賃とする。また、定期運賃
についても、割引の運賃での販売を行う。

交通政策室 新規



6 基本方針３　誰もが暮らしや
すい福祉のまちづくり～生活
環境～ （２）移動・交通対策の
推進

金剛ふるさとバス運行事業
　福祉対応装置を設置した路線バスを運行。

福祉対応装置
車いす用折りたたみ式スロープ、車外スピー
カー、車外表示案内（前・横・後部方向幕）

交通政策室 新規

7 基本方針７　ふれあい、支え
合うまちづくり～情報・コミュニ
ケーション～ （２）コミュニケー
ション支援体制の充実

「手・顔・体、全て使って楽しく学ぶ！手話講座～Ｅ
ＮＪＯＹ＆ＳＴＵＤＹ～」の実施
　手話を初めて学習する人を対象に、手話を学ぶ機
会を設け、手話への理解の促進及び手話の普及を
図った。終了後は既存の手話クラブに入会すること
で継続的な学習が可能。

実施日：①10/24②10/31③11/14④11/28⑤
12/12⑥1/30⑦2/13⑧2/27⑨3/12（火曜日・全9
回）　参加延人数：116人
実施場所：東公民館

公民館 新規

8 基本方針７　ふれあい、支
え合うまちづくり～情報・コ
ミュニケーション～ （１）情
報バリアフリー化の推進

公民館クラブ連絡会との共催事業・映画会（人権週
間事業）＊日本語の映画を字幕付きで上映
　活動機会の充実とともに、聴覚障がい者と健聴者
の交流と相互理解の促進を図る。

実施日：12/2（土）　参加延人数：119人
実施場所：金剛公民館

公民館 新規
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